	受付番号：


（実施要領様式第1号）
福岡県先端情報技術開発・実証支援事業提案書　
令和　年　月　日
福岡県Ruby・コンテンツビジネス振興会議　会長　殿
福岡県先端情報技術開発・実証支援事業について、以下のとおり提案いたします。
テーマ名
	


提案区分
	□
	製品開発・実証
	□
	可能性試験（Feasibility Study）


製品開発・実証の概要（200字以内）
	


事業期間
	交付決定日　～　令和４年２月２８日


事業費
	　○○○万円（補助希望額　○○万円、自己負担　○○万円）

	＊　補助金交付要綱第２３条に規定する新型コロナウイルス感染症の影響に係る特例の適用
□　希望する　　　□　希望しない



提案事業者（共同提案の場合は提案代表事業者）
	　企業名：　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者役職氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　
  住　　　所　　：〒

	担当者氏名：　　　　　　　　　　　（所属：　　　　　　　　　　）
　Tel :　　　　 　　　　　      Fax :　　　　　　　　　　　　　E-mail:

	　経理担当者氏名:

　Tel :　　　　 　　　　　      Fax :　　　　　　　　　　　　　E-mail:


１．事業の概要書（２．詳細資料の要約内容です。A4×1枚で記入してください。）
	1 開発や実証の背景（開発の必要性・目的）


	2 製品開発・実証の概要（※1頁「製品開発・実証の概要」を複写して頂いて結構です。）


	3 既存の技術又は製品の課題・問題点（実証の場合は、現状の課題・問題点）


	4 開発製品の内容・目標仕様


	5 活用する保有技術（基礎となる技術及び研究）


	6 開発項目および製品開発（実証）計画


	7 実施体制


	8 実証実験の内容（製品開発の場合は不要）


	9 事業化計画


	10 波及効果（開発製品の普及や実証実験により期待される効果）



２．詳細資料（A4×10枚以内で記入してください。）
1 開発や実証の背景（必要性・目的）
	・行おうとしているソフトウェア開発・実証を取り巻く産業や技術の現状等について記載



2 製品開発・実証の概要
	・開発する製品の特長や今回行う実証実験の内容等を記載してください。
・開発に係る先端情報技術（ブロックチェーンや要素技術等）の内容等を記載してください。
・図を用いる等、わかりやすい記載となるよう工夫し、専門用語の使用は極力避けて記載してください。



3 既存の技術又は製品の課題・問題点（実証の場合は、現状の課題・問題点）
	・競合と考えられる製品やサービス等に用いられている従来技術とその課題について記載してください。



4 開発製品の内容・目標仕様
	・今回の補助事業で開発する製品・サービスの内容について詳しく記載してください。



5 活用する保有技術（基礎となる技術及び研究）
	・貴社の強みとする技術やサービス等、今回活用する保有技術について記載してください。


6 開発項目及び製品開発（実証）計画
	・開発項目（実証項目）を箇条書きで記載し、開発や実証のスケジュールについて月単位で簡潔に記載してください。
製品開発（実証）スケジュール

開発項目
令和３年度
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月
1月
2月
3月
1 ○○○開発（メンバー名）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2 ○○○開発（メンバー名）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3 ○○○開発（メンバー名）
　※記載しやすいフォーマットに変更いただいても結構です。



7 実施体制
	・事業期間における実施体制について簡潔・明瞭に記載してください。
実施体制について
機　関　名
所属・役職・氏名
開発項目
㈱●●
○○○○部
課長
○○○○
1 ○○○の開発
研究員
○○○○
4 ○○○の開発
1 ○○の開発
●●大学
工学部電子工学科
教授
○○ ○○
2 ○○○の開発
助教
○○ ○○
5 ○○○の開発
●●●㈱
研究員
○○○○
3 ○○○の開発
※共同提案の場合は、提案代表事業者を一番上に書き、機関ごとに区切ってください。
　 ※開発項目については「⑥開発項目」の内容と一致させてください。
実施体制連携図（※共同提案の場合のみ）
・矢印等を用い共同体内の連携体制やその概要が分かるように記載してください。
・各企業の役割の分担が分かるよう、各企業が開発する機能の内容の違い等、具体的に記載してください。



8 実証実験の内容（製品開発の場合記載不要）
	2 実証実験の目的及び実証実験により明確にしたい事項

2 実証実験の場所及び対象
3 実証実験の具体的な内容及び計画（収集しようとするデータについても記載）

4 スケジュール

5 その他



9 事業化計画
	・本事業終了後の事業化に至るまでの計画を、価格、数量等の数値をあげて具体的に記載してください。
製品化する企業名
○○㈱
製品販売する企業名
㈱●●●
開発製品販売（提供）予定価格
○○○○円
購入が想定される企業・ユーザー等及び用途（具体的に記載）
○○○○○○○
事業化スケジュール
・3年間のスケジュールを記載してください。
項目
令和３年度
令和４年度
令和５年度
　



10 波及効果（期待される効果）
	・地域振興への貢献、社会への影響・効果、経済的効果などを記載してください。



３．事業費等について
事業費等総括表
	経費内訳
	補助希望額（千円）
	自己負担額（千円）
	合　計（千円）

	
	企業
	大学・公設試等
	
	

	１　機械装置費
	
	
	
	

	２　材料・消耗品費
	
	
	
	

	３　外注・委託費
	
	
	
	

	４　旅費
	
	
	
	

	５　人件費
	
	
	
	

	６　その他経費
	
	
	
	

	合　　計（※）
	
	
	
	


　※企業の補助率は１／２以内です。ただし、共同提案の場合で、構成員に大学、公設試等が含まれる場合は、補助金の額の１／２を上限に、大学、公設試等の補助率を１０／１０以内とします。

※要綱第２３条の適用を受ける場合、企業の補助率は３／４以内です。ただし、構成員に大学、公設試等が含まれる場合は、補助金の額の１／２を上限に、大学、公設試等の補助率を１０／１０以内とします。（「補助希望額　大学・公設試等（B）」≦「補助希望額　企業（A）」）

経費明細表
　　　　　　　　　　　　　　　　※補助希望額についての経費明細を作成してください
※共同研究機関も機関ごとに作成してください。
　機関名　　　株式会社　○○○○　　　　
	区分
	種別（品名）
	仕様
	単位
	数量
	単価
（千円）
	補助経費
（千円）
	自己負担
（千円）
	合計
（千円）
	備考

	1 機械装置費
	○○○装置
	○○○
	台
	１
	2,000
	1,000
	1,000
	2,000
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	6 材料・消耗品費
	○○○
	○○○
	個
	２
	５００
	500
	500
	1,000
	

	
	○○○部品
	
	式
	２
	５００
	500
	500
	1,000
	

	
	●●●
	△△△
	式
	2
	1000
	1,000
	1,000
	2,000
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	　

	7 外注・委託費
	○○製作
	
	式
	２
	６００
	600
	600
	1,200
	　

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	8 旅費
	○○○
	福岡～東京
	回
	３
	９０
	0
	270
	270
	　

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	9 人件費
	○○　○○○
	○○の測定
	％
	20
	5,000
	500
	500
	1,000
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	10 その他経費
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	　
	　
	　
	　
	　
	4,100　
	4,370
	8,470
	　


４．提案者の概要書
①企業　概要書　※企業が複数ある場合はそれぞれ作成してください
	企　業　名
	

	代表者名
	

	本社所在地
	〒
	   -    
	

	
	

	
	TEL：
	  　 (   )    
	(内　　　)
	
	　FAX：
	  　　 (   )    
	

	担当者所属部署
	

	連　絡　先
	〒
	   -    
	

	
	

	
	TEL：
	   (   )    
	(内　　　)
	
	　FAX：
	  　　 (   )    
	

	資  本　金
	
	
	従業員数
	全社
	事業所

	
	
	百万円
	
	
	人
	
	人

	事業内容
	業　　種
	

	
	工場､支店､出張所
	

	
	関連企業
	

	
	株主(主要株主､
持株数､比率)
	

	
	主要製品(商品等)
	

	
	業 績
	過去３年間
	売上高
	売上総利益
	経常利益
	当期純益
	輸出額

	
	
	平成　年　月期
	
	
	
	
	

	
	
	平成　年　月期
	
	
	
	
	

	
	
	平成　年　月期
	
	
	
	
	

	企業沿革
(設立、登記年月日等)
	

	組　　　　織
	研究開発スタッフ

	
	

	製品開発事例

	


　※1枚に収まるように作成してください。1枚に収まる場合には、自由に幅を広げたり、改行を行うなど見やすいレイアウトに変更いただいても構いません。ただし、項目名は変更しないようお願いします。
2 大学・公設研究機関　概要書　　　機関が複数ある場合はそれぞれ作成してください
	機　関　名
	

	部署名
	

	代表者名
	

	所在地
	〒
	   -    
	

	
	

	
	TEL：
	  　 (   )    
	(内　　　)
	
	　FAX：
	  　　 (   )    
	

	経理担当者名
	

	経　理　担　当
連　絡　先
	〒
	   -    
	

	
	

	
	TEL：
	   (   )    
	(内　　　)
	
	　FAX：
	  　　 (   )    
	

	事業概要
	

	主な研究開発
事業実績
	

	主な製品化・
事業化実績
	


